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巨l王詐論 第51巻第10号 985

共同酸素株式会社納

液酸採取回路付きTO一プラント

こし･｢七び熱交換器敵つ･トヾ■∴こ-1寸し.･､ンミプし-ト式熱交換去三三

な持田t-た液酸採取回路付き∴1T(トプラントを二特同酸素株式会社

絶島工喝こ納入L,現在順調こ･さキ業運転を続けていさご.

l.装置の概要

本フ｢テラニトニエ,ヴニく酸素上窒素なFi一句時こ3.()00ベm3′･■11発生寸-ユ

T〔トプラントーさあ;),図2(Tlマフーニ′-トカ;示すようこ.従来し-､石

村充て′七式蓄冷器･とハニプソ:ノ式熱交換器を恥､たこ二･こ対し,Tル

ミプし-さ式可逆熱交猟書旨上‾丁､ニミプニート式熱交換器を絶唱し二手二

全低圧式空気分離装置に,酸素需要量し｢少ない時ここま.酸素圧縮熊

によって圧縮さ九た製品酸素t一つ一頚j互-プラントに戻トこ液化させう

液酸採取回路を組長込′÷-‾ごあり,駐#三キービンJ〕寒冶発生量を増t/

て液体酸素も搾取貯蔵できる二千iこしたもしつであるご.

2･お も な特長

(1､)淡け川加工上弓二ニパームい

本プラントより発生寸法酸去.三奉呈銅川として消費さ二～tる∴}ミ,製

鋼側の授業に二って酸素需要鼓さ;変動するた札酸素需要量しつ少

ない時にごま,‾寸こプラこ′トニり送出さこきして酸素圧縮横によって圧縮

さこきした製品酸素レつ一部を再びプラントし′つ液酸採取回路に戻し,同

時に膨張タービンレ､}風量を増すことによってガス酸素を液化し,

製品酸素の山部を液体酸素上して掃打計ること∴′ミできる｡

酸素冨要長のピーク粗こ;三.液酸ニキングに貯蔵された採取･新本

酸素を液酸ポンプによって昇旺嵐蒸発させて眺結することもーご

きる悼用範軌モ1広いプラントでぁるこ,

(2)起動時問亡･｢短縮

本プラントは,寒冷サイ7･こ吉か｢主体となる原料空気を常淀か

ら飽和温度近(まで冷却する上同時に空気中の水分,炭酸ガスを

凝結除去する部分に,直接熱交換方式である丁∴ミプレート式可

逆熱交換器を採岡Lているごことこつた車),液酸採取弔の大容量膨東

宮-ビンとも関係して,蓄冷器を陣鞘した従来のTO一プラントで

は起動から定格送酸までおよそ48時間の起動時間を要していた

が,本プラントでは定格送酸ま-ご亡｢起動時間を24時間と大幅に短

縮Lて操業効率を高めている｡

(3)大容量プラントに一匹赦す

る性能

Tlしミプレート式可逆熱交換

器の探戸別こよiノ)切換時のパージ

ロス一つ少ないこと.据付所要面

積の減少により保冷損失の小さ

いこと∴Jゴよび使用範囲の広い

操作を考癒しノた適正な各機器の

バラン･スによって,性能の面で

も酸素製造電力原単位は従来の

同容量TO-プラントに比較L

て約14%も下回り大容量プラ

ントにも匹敵する性能を備えて

いる｡

(日立製作印快電事業本部)
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986 日立評論 第51巻第10号

日立運輸東末モノレール株式会社納

羽田線500形モ ノ レー

このたび納入した500形モノレールカーは,大形モノレールで初

めてボギー台車を採用した日立-アルウェーグ式モノレールカーで

あり,乗りごこちの改善と輸送量の増大を主眼として設計,製作さ

れた｡おもな特長ほ次のとおりである.｡

(1)既納車とほぼ同じ全長で3両国走稲城を2両固定編成にし

たため車体が地下鉄なみに大形化された｡

(2)ボギー台車の手采用により,案内･安定バネ系を車体から完

全に切放し,上下,左右バネ系ともに2自由蜜系として乗りごこ

ちの改善をはかった｡

(3)既納車の6軸/編成から8軸/編成となり,最大乗車人員は

317人/編成から363人/編成に増加した｡

(4)構体,台わくなど主要部材は鋼板製で,そのほかの車体部

品にはおもに軽合金が使用されているので,原価低減とともに軽

量化されている｡

(5)高さの制限から台車上部の床面は一般客室より170mlll高

く,そこにロングシートおよび1人掛シートが,出入l+間に2人

掛およぴ3人掛固定式クロスシートが配置されている｡

(6)側窓は中間窓わくを廃止した1杖_L弔うモで,開｢l部こ三危険

物投下防止のため網戸でふさがれている｡

(7)走行車軸は片持式で,車軸をはずさないでタイヤ交換が可

能である｡

(8)走行輪の固定軸距を小さくL,案内輪の軸距を大きくして

スリップアングルを小さくし,タイヤの摩耗減少をはかっている｡

(9)駐車用バネブレーキの制動力を増L,固定連結寄台車の丸

に装備している(4軸/編成に作用)｡

(10)既納車と重通運転が可能であり,昧下機器は制御装置間尿

とブレーキおよび補助電源装置iこわけて2両に配置されている｡

(11)主電動機,集電装置,接地装置およびATS受電掛よ台車

取付としてある｡なお集電装置は車内からノ〕切放しが可能である｡

(12)ツナギ鼠 コック輝を床上に配置し保守点検を容易にして

いる｡

(13)納む試運転時車内を減光する装置および貸切運転時1両の入

分割して車内放送できる回路を設備している｡

(14)電動発電橙は塩害防止のため全密閉式としてある丁

(15)抵抗器前の防熱板およぴシート叫妨炎など.火災防+ヒ対策

を施すとともに非常時には車外からド7があけらjtるよう.ド了

コックが追加されている｡

図1ほ車両外観を,図2はボギーf†ヰニを示したも乙りである｡

車両の一般仕様

編 成

運 転 性 能

乗 車 人 員

重 量

最 大 寸 法

台車中心間岸巨離

固 定 軸 拒

構 休

内

口

窓

掛

入

墨

出

側

贋

連結器装置

台 事

走 行 輪

案内,安定輪

懸 架 装 置

駆 動 装 置

機

置

動
装

電

御

主

制

フレーキ装置

補助電源装置

集 電 装 置

照 明 装 置

通 信 装i筐

保 安 装 置

非常脱出装置

図1 羽田線500形モノ レールカー

ー90-一一

ル カー

2両国足偏成

平衡速度約90km/h,直線加速度2.7km/

h/s,直線減速度4.5km/h/s

定員255名(座席119名,立席136名り編成

満員363名/編成

46.9t/編成

長さ30.4m/編成,幅3.02m,高さ4.35m

9.5m-5.7m-9.5m

走行輪1.5m,案内輪2.5m

全鋼製溶接構造(スカート外板はアルミ合金

製1

メラミンプラスチック化粧板

片側2個所/′両,片開き引戸 ′電磁空気開閉式

1枚窓上昇式 網戸付き

客室中央部:固定式クロスシート

台車上部:ロングシートおよび1人掛シート

編成端:密着式自動連結器 空気連結栓付き

固定端:ゴムプッシュ付き棒連結器

鋼板溶接構造2軸ボギー台車

ミシェリン社製 F16 PilotX窒素ガス入り

スチールタイヤ

200-15-12PR空気入声)ゴムタイヤ

空気バネ車体締結式

ヘリカノン,べべノレ2段減速,ディスクブレー

キ付き

65kWx8台/編成

総括制御,自動加減速多段式 電動機操作カ

ム軸式

電磁直通式電望遠動ご巨気ブレーキ,バネブレ

ーキ

5kVA AC-MG,アルカリ蓄電池浮動充電

給電軌条下而接触式㊤および日各2組/編成

前 灯:150Wシールドビーム 4灯′/編成

室内灯:40W蛍光灯16灯′/編成

予備灯:15W 6灯/編成

航空障害灯:1灯/編成 f司転式

FM式列t巨無線装置

自動列申停止装置,過速検知装置付き

スローオン 2台/編成

(日立製作所交通事業部)

図2 羽田線500形用

ボギー台車



f‡一正評論第51巻第10号 987

日立転炉用大容量レードルクレーン

転炉プラントの巨大化に伴い転炉f召レードルクレーンも大容量化

され,300t以上のものが要求されるようになって来た｡日立製作所

においても本年は320tl台,340tl台,350t3台を納入し,さ

らに現在380t3台を設計中である｡

転炉用レードルクレーンの妊円条件は,使用ひん度の激しいこと,

各運動速度の大きいこと,および環境が悪いこと(とくに多量のグ

ラファイトの浮遊している中で稼働している)など非常に過酷であ

る｡さらに転炉プロセスのデューティに合わせるため,保守点検に

要する時間を極力切りつめねばならない｡

日立転炉用レードルクレーンは,このような使用条件をじゅうぶ

ん加味し"High Reliability,EasyMaintenance',を必須条件に

して,製作納入している｡

今回納入した320～350tレードルクレーンの特長および概略仕

様は表1のとおりである｡図1は富士製鉄株式会社名古屋製鉄所納

誕0/′50tx23mレードルクレーンであり,図2は日本鋼管株式会社

福山製鉄所納350tレード′レクレーンの例である｡

特 長

(1) ワイドボックスガーダ

･ガーダ内部を完全防塵(じん)構造の電気品室とし,さらに強

制通風を行ない,内部の換気と防塵をはかっている｡

･上記の構造をこより,輪壷の軽減とスペースの有効活用を因っ

ている｡

(2)巻上装置の安全性向上

･2モータ駆動を採用し,1モータによる非常運転が可能であ
る｡

･第2段ブレーキは,ロープドラムに設け,万一の磯城関係の

異常発生時には,検出装置にてただちに第1段ブレーキおよ

び第2段ブレーキをかけ安全に吊(つり)荷を保持することが

できる(特許出顕中)｡

(3)部品の標準化およびユニット化

･横行装置および走行装置については,従来よりいっそうの標

準化およびユニット化を進め,さらに合理的な配置により,

保守点検を容易にしている｡

(4)保守点検の合理化

･減速機は軸受まで含めすべてオイル潤滑方式であるため,保

守点検が非常に容易である｡

･シープアッセソブリは,すべてクラブフレーム上に配置され

ている｡

スパン

図2 日本鋼管株式会
福 山 製 鉄 所

350t レードルクレー

図1 富士製鉄株式会社名古屋製鉄所納

340ノ′′■50tx23m レードルクレーン

蓑1 お も な tヒ 様
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･主クラブおよび補クラブへの給電ほ,

め,塵挨(じんあい)の影響による摩耗,

どを解消している｡

ケーブル給電であるた

接触不良,リークな

◆コンタクターパネルほ,前面配線を採用している｡

(5)主要部分の完全な防塵および防熱

･溶銑用レードルクレーンにおいては,溶銑装入時の火焔,溶

鋼用レードルクレーンにおいては,造塊作業時の下方からの

栢射熱のしゃへいをじゅうぷん行なっている｡

･防塵i･こほとくに考慮した構造を拝用し,塵挨による影響を除

去し,保守点検の手間を簡略化している｡

上記のはか,細部にわたり改善している点が多数あるがここでは

省略する｡ (日立製作所機電事業本部)
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988 日立評論 第51巻第10号

C82 形 自

わが国の公衆通信網を構成するため日本電信電話公社で倖問し

いる標準形市外クロスバ交換機には,通話路を2線のま

2線交換用のC63形自動交換依と,伝送装置と直結Lて通話路旦･4

線のまま交換する4線交換用のC82形自動交換機がある｡

日立製作所においては,すでにC63形自動交換枚を新宿局,藩主尺

局など多くの局に納入し,各局とも順調に稼働しているが,昭和44

年1月にはC82形自動交換横を刈谷局に納入,昭和41年8日よキ｢

サービスを開始した｡現在,高知南局,川口鼠 松江苛,ほか歌雫

が工事試験中であり,続いて,数局の交換鞍を製造中でぁる.､図1.

2は刈谷局納入装置の一部を示L･たものであるこ

1.用 途

C82形自動交換梯ほ全国自動即時通話斗-ビスを実施するたふう

に使用され,市外発信交換機(TOS),市外着信交換髄(TIS),市外

中継交換轢(TTS)としての機能のほか,ニれらの併合較能を有し.

クロスバ,A形およびH形地区のいずれでも便巧卜ごきる瓜､適円転

囲を有している｡表1は用途一覧である.､

2.構成および機能

C82形自動交換機はクロスバスイヅチ4f芝構成しつ全共連制静･

4線式汎用市外交換校である｡C63形,C82形の違いこまそれぞナし,

通話路に関擁する装置(トランク,スイ･ソチ架,レジス乍センゼた

ど)のみが専用装置化されているだけ｢コ,共通制御装置げコ一寸

マーカ,トラソスレーク,コネクタなど),付帯装置間係こ三同一一粒博

を両方に兼用することになっているこ このため工事上,保守上∴チざ

よび製造上の降能統合がなされ,合〕聖化されている｡また.

な回線網構成を可能とするため,融通性のある迂しう)回中継,▼･＼キ

ップ数字の再生送出数字の消去などの機能を有し､わが国の番号計
画,料金制に適合するよう数字ほん訳.発信地域識別機能を術-こて

いるほか,異常障害,災害などにより引起こされるトラヒ､ソクし'〕ふ

くそう対策として迂回規制,迂回付与などの織姫を有しているニ

局規模に応じて,1ユニット,最大20フレーム,10 カ形式

まで可能で,必要に応じて2ユニットの併設もできるよう巧増ささこ

ている｡

主要構成装置は,入一次スイッチ架,入二次スイ､ソチ架,出一こ与こ

スイッチ架,出二次スイッチ架,入トランア,出トランク､レシフス

タセソダ,セソダリソク架.デコーダ架.て-う架.トラこ∴〉･1L一

夕架,コネクタ,集中試験架などて.必要こ応じておLノ1おしワニラミ数稚

に分けられている｡これらの装置は標準クロスバ賀しつ一種▼さふぅ

CXA架(架高3,505mm)に実装されている.｡

表2は構成概要,表3は機能一覧である｡

(日立製作所通信較諌:業即

動 交 換 機

責1 C63,C82形自動交換樺の用途

邁 司

E享 号 交 換 モ聾 しつ 名 称

TS
.市外発着看で換横!TollSl＼･it亡Il

TロSl市外発

TISl市場信二湖l

∴s‾‾i‾忘

1てOS】市外中継発信
交換織

忘i高志壷嘉表
L

Tol10utgoing

SヽVitl二Il

1'o11I11COIlling

Switch

機種l慧覧嘉窺

E喜萱冨≒糾同

トC400
形｢

iE志望宗
TollTransit

swit｡-､∈c82形

思と芯義気Ic82形
TollTransit

and Toll

Switcll

注 集中局以上の局相互間で伝送現今こ艶子

る喝含iミ4韓式ノ)C82平;く･;建一子‾ささ子､三､

し82形

集中l苗

中心J自)
総括局

†事,心l蒜

＼総言爪i)､

簸 た

その集中局に出入す
る市外発着呼の交換
を行なう｡

その集中局より発奮
する市外呼の交換を
行なう｡

その駐中局区域の端
局に着信する市外呼
の交換を行なう｡

集中局にて交換され
た市外呼をそれよ;∴

上位の局で中恕交換
を行なう｡

TTS機能とTOS
機能を併合したもしつ

TTOS機能とTI
S瞭能を併合したも
の｡

たミ送損失をOdli⊥-ナう必要がふ

表2 C63,C82形自助交換機の構成概要

縫憧名1通話路
制御!

方式1
主▼'レー∴軍≠式

呼量容笥

rl/
し -

主フレーム端子容造

__土星モ(ヱ土工土⊥基 本l埼
うこ‾｢1‾i｢‾1‾‾‾‾‾r｢‾

. 与;三宝;…:弓:…:■i云tl∃…三…

表3 C63,C82耳_乏ぎー三言軌交換隣し▼1機能一覧

串≧唾名l迂回回数

C63巧手;CC:3田
I

C53托壬IRR:丁[可

注 CC

Rlく

図1 C82号H入一次および二次スイッチ架

-92-

■1キッイ数キニ

しつ再現什恥

2け二†二16市電l

;.竺…皇1乾ヰニ>｢さ宇りこ;ニミ′ん計こ:
発信地域
くMA)の
識 別

0､5数亡ナニ15数字l3地域

令数字 .

1回ごとにトラ∵′Jlトーマニ;1新しい･こノート情械旦･受信して迂回動作

をするプブ式

トランスレータを絶間せ--∠斗瀾定､りパ′∵-ンに従い迂回動作をすち方

式｡RR7回という詩日限ほ集中試験丁半てし一っ試験にこて-も打r･こ恭一∴

コーナて;ミ特にこ/1戸附壬ミ:ニュい｡

図2 C82号Nトランク用架
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日立1るミル2‡D方式コアスタック

高性能電子計算機用に16ミ′レム系準広温度域コアを使吊L.

2喜D方式を採用した記憶容量32KB,サイクルタイム0･45/!Sい下

のコアスタックを開発した二

16ミル(外径0.4mm)という徴′J､ニアを臥､ながら,構造かプレ

ーナアレークイブで,従来の3D方式スタックに比べ=7を貫通す

る編絶縁が1本少ない3線式であるため,信頼性た∴高

マンス/コストの良いスタックである.‥ 高性能電子計算鞍㌧つ記厚装

置として期待されるところが大きいニ

1.構造および仕様

図1は側面カバーをはずしたスノヌヅクの外観を,図2こ三′1-キ

電流,温度特性を,表】は使用したコアHFC182に)仕賛を.表2こ三

スタックの仕様を示したものである｡

2.特 長

(1)準広温度域コアを捷弔しているのて,スタツア局毎温･璧

15～35℃にて,0.45.′JSのナイク′レタイムつ,駆動電舟む

補正することなく使用することがてきる｡

(2)16ミルコアを微小ピ､ソチで配列しているのて,実装密蜜7コこ

高くなっている(30ミノンで50bitノセm3のものカこ16ミ′ニて

100bit′′′七m三ミノ｡

(3)プレーナアレー構造を士J∴ コアをシリ=-ン酬旨｢?-

ス板に国産しているのて,振動,衝撃に強い(ごか･■7でた､､,

編組線の電食,化学腐食こも強くなっているニ

(4)コアアレー周辺にⅩ,Yとも駆動線選択ダイナードて卜り

ックスをおき,スタッウと同一筐体(二きょうたい=勺こ実装

Lている♂)で,スーク､‥ク引出線の数カニ滞rl､取挟いカニ怒号

となっている｡

(日立製rて三甲通信耗事毒舌二)

国1 ‾1 マ タ 外 書更

蓑1 コ ア HFC182 仕 様

皇 竪 動 電 流(†′
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験
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刀
規
格

特
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法
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格

読 み 出 し 妨害 電 流･ニムr
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日立HD2500シリーズ･TTL集積回路

TTLほ消費電力が小さく,スイッチング･スピードが速いため

中,大形電子計算機をはじめ,制御用計算枚ならびに計測器などき

わめて広い範囲にわたって数多く使用されている｡

日立HD2500シリーズTTLICは一般のTTLICが大形システ

ムに使われる場合の実装上の問題を改善するため,以下に述べるよ

うな改良がなされている｡HD2500シリーズTTLICは現在まで

に14品種が開発されており,さらに引きつづき品種の開発が続けら

れている｡特に高信顔性を達成するため,セラミック形のパッケー

ジが使用されており,現在11品種は日本電信電話公社の認定晶と

なっている｡

HD2500シリーズの特長

(1)入力側にクランプダイオードをそう入し,ノイズマージン

を向上した｡

(2)低出力インピーダンスである｡

(3)スイッチング･スピードが速い｡

(4)動作温度範囲が広い(-20～＋75℃)｡

(5)SN7400シリーズと互換性がある｡

(6)セラミックパッケージを使用し高信板性である｡

TTLを使用する場合線路とICのインピーダンスの不整合により

反射を生じ誤動作の原因になる｡すなわち一般のICでは駆動側

が､､1′′レベルから､､0′′レベルになったときはリソギングが生じ

､､0′′レベルから､､1′′レベルになったときは階段波形が現われる｡

このため図2の基本回路から明らかなように入力端のすべてにクラ

ンプダイオードをそう入し,また出力インピーダンスを60凸に下

げることにより,誤動作･ノイズマージンに大幅な改善を行なって

いる｡

HD2500はこのような回路的な特長のほかに低融点ガラスによ

り封止されたセラミックパッケージを採用しているので,動作温度

範囲が-20～＋75℃となっており,かつきわめて高い信板度を有し

ているので応用範囲が広い｡またピソ接続が最も広く使用されてい

るSN7400シリーズと完全に一致しているので完全な互換性を有

している｡

図3は外形形状,表1,表2はそれぞれ最大定格と標準電気的特

性を示している｡

日立製作所ではこのほかにCMLIC HD2100シリーズを開発し

ており,3品種が日本電信電話公社の認定晶である｡

(日立製作所電子事業部)

格定大最対絶l蓑
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図1DualJ-K Master･Slave Flip-Flop

Vcc

4k

4k 1.6k

1k

回2 基本ゲート回路図

外形寸法 7.62±0.25

(各形名に共通)

5.08max

1N
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2.8min

±0.25

t

0.51

組

感
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ンデックス

単位:皿m

図3 外 形 図

表2 品種標準電気的特性

(l勺c二5.0V,r¢=＋25℃)

品 名 回 路 機 能 F.0

**

議書)

***

j㌔
(mW)

NM

(Ⅴ)

○ⅡD2501】Dua14inputPowerGat･e

芸巨
O HD2504

O HD2506

O HD2507

O ED2508

HD2509

O HD2510

○IiD2511

O HD2512

O HD2513

ⅠID2515

HD2516

Dua14input Expander

Quad2input NAND Gate

Dua14input NAND Gate

Expandable Dua12-2input

AND-ORlINVERTER

Triple3input NANDGate

30 10 r 50
¶l-.一-･

l

(4)l- L 8

10 10 F 40

10 10 20

10 10 28

10 10 30

Single8input NAND Gate

Quad2input NAND Gate witb
Open COllector

DualD-typeedge-triggeredFlip-F】op

10 10 10

㌃F諾
40

Quad2input NOR Gate

Expandable4-2input AND-OR-

INVERTER

2bit binary FullAdder

DualJ一正master-Slave Flip-Flop

DualJ-Kmaster-Slave Flip-Flop

WitllpreSet and clear

10!10

10 と 10

10130

10130

48

22

195

80

10 巳 30 80

*○印ほ日本電信電話公社認定品 榊fpdは砂♪値

書**J㌔ほパッケージ当たりの消費電力

ー94-
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日立エアセパレータのシリーズ化

近各 空調セントラルシステムの発展は,目ざましいものがあり,

その一因をになっているセントラルヒーティソグシステムが急速に

世間の注目をあびている｡温水セントラルヒーティングでは,一個

所にボイラを設置して家のすべての暖房と給湯をまかない,暖かい

環境と健康的な家を創造する｡これらほ,システム全休としての技

術開発と施工技術の開発を総合することにより実現する｡日立製作

所では,早くからこの分野のシステム開発に取り組み技術の向上に

努めてきた｡

今回,システム機器として,エアセパレータAS【5形,AS-6形

を開発し,従来のAS-1形～AS-4形の4枚種と合わせてシリー

ズ化した｡

1.温水暖房システム

図1ほ,温水暖房システムの例を示したもので,まず,シスター

ソから温水ボイラへ給水される｡水は温水ボイラの内で温水となり

温水ポンプの運転によって,エアセパレータ,ルームヒートまたは

ファンコイルユニットへ温水配管を通して送り込むという,温水暖

房システムである｡

温水ボイラに給水される水ほ空気を溶解しており,水温が上がる

につれ,それらの空気が分離し気ほうとして温水中に存在する｡こ

の気ほうを含む温水を温水配管に循環させると,①気ほうが配管中

にたまり,これが流水抵抗となり,循環流量を減少する｡②ルーム

ヒートまたほファンコイルユニット内にたまると熱効率を低下さ

せ,温水放熱機の熱交換量が減少し,さらに水の流れる耳ぎわりな

音の発生原因となる｡また,配管内に多量の空気がたまるとエアロ

ックを起こして温水の循環が止まり暖房不能となる｡③温水ポンプ

にたまると空運転となり温水の循環が止まる｡などの障害が発生

する｡温水暖房においては,水から分離した空気によるエアロック

が最も大きな障害である｡

温水ボイラ内で水から分離した多量の空気ほ気ほうとなって,温

水出口の近くに取り付けたエアセパレータ内に入り,急に流速を落

して上部に集められる｡空気ほ膨張管を通じシスターソへ排出され

る｡このように温水はェアセパレータで空気を分離した後に温水配

管へ送られて循環する｡また,別に配管の途中に自動空気抜き弁取

り付け用のエアセパレータを設けて逃げきれなかった空気や配管の

一部に残った空気を排出するが,空気のたまりやすい逆U字配管部

に取り付け,空気を排出する｡このとき,温水配管内の水圧が大気

圧より低い場所に取り付けると,自動空気抜き弁の排出口より逆に

空気を吸い込む恐れがあるので,必ず,大気圧より高い場所に取り

付ける必要がある｡

2.仕様および外観

表lは日立エアセパレータシリーズの仕様を,図2はAS-5形エ

アセパレータの外観を示したものである｡

3.特 長

木器のおもな特長ほ次のとおりである｡

(1)耐食性にすぐれている｡

表面処理として溶融アルミメッキ仕上げを施し,耐食性を向上

させている｡

(2)軽量小形である｡

軽量小形であり,パイプラインの取り付けにささえを必要とせ

ず,配管の接続は簡単にできる｡

表1 日立エアセパレータシリーズの仕様表

形 式 AS-1 AS-2 AS-31AS-41AS-51AS-6

外
法
寸
法

高 さ(mm)

幅 (mm)

奥 行(mm)

接続主管口径

空気抜き接続口径

空気抜き方法

空気抜き特性

(最大 流量)

89

144

60

20A

91l89

148ト144

㌃l-一芸
20A1 25A 6A

膨張管l膨張管ほ窪署
.m

20

mノ

‾(-‾‾‾¶
30 】 20

J/min ⊇J/min

91 J147

148

60

25A

6A

自 動空!

気抜弁;

200

90

50A

25A

膨張管

30 135

J/miniJ/mi皿

182

220

118

80A

25A

膨張管

310

J/min

表 面 処 理 溶 融 ア ル ミ メ ッ キ

取 付 場 所
ボイラ温水出口】宕壬謂暮監呂iボイラ温水出口

/温水管 チアセパレータ(AS-3,AS-4)

水
道
管

給
水
野
口

村
山
水
ポ
イ
ラ

シスターン

肝～張管

エアセバレmタ

(宝≡二三;ま≡二芸り

プンポ水
川仙

排水管

温 水
放熱器

塩 水
放熱器

図1 温 水 暖 房 シ ス テ ム

図2 ェアセパレータ AS-5

(3)管内流量に応じて機種の選定ができる｡

シリーズ化により,管内流量に応じてェアセパレータの枚種の

選定ができる｡

(4)配管部に合った機種の選定ができる｡

温水ボイラの温水出口近くに取り付けるものほ,膨張管を接続

して,ここから空気を逃がし,また,空気たまりの起きやすい配

管部には,自動空気抜き弁を取り付ける機種を設けるなど配管部

に合った椀種の選定ができる｡

(日立製作所家庭電化事業部)
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日 立 C 形 排

排気筒トソプこも 温水ポイラ,温風暖房僚など燃焼装置の排気筒

の頂部に取り付けて使用するちちつて.排気筒工事に欠かすことので

きない部品である｡

セントラルヒーティングシステムつ普及こつれて,各社で温水ポ

イラ,温風暖房機などセントラノンヒーティングシステムの母体とな

る依器の生産販売が盛んである｢≡･こ,そのシステムを構成する部品の

生産販売はまだまだ遅れている･⊃ごい現状である= その中で日立製作

所でこま早くからこの分野の開発こ力を入れており,その一例を排気

筒トップに見ることができる｡

燃焼俄の良好な燃焼を保つためこ排気筒トップに要求される重要

な枚能として,あらゆる方向からの外夙に対して排気筒の吸込みを

妨げず,その変動幅を極小にすること丁うこある｡日立でほ数年前から

日立独特の形状を持たせた性能つ良いH-11形トップを製品化して

おり燃焼放とともに好評を得ているrうこ､このたび形状を小形にした

排気筒トノブの製品化とシリーズ化を目的にして,新たにC-11形,

C-15形,C-20形,C-25形,排気筒トップを開発し,その製品化

を行なった｡以下これらトップの性能,構造,特長について紹介

する｡

1.仕 様

表1は本排気筒トップの仕様を,図1ほC形トップの外観を,図

2は同じくC形トップの断面図を示したものである｡

2.特 長

(1:】美しいスタイル

排気筒の頂部に取り付けて徳用する排気筒トップは,普通最も

目だつところに位置するものである:.本排気筒トップは釆たるべ

きセントラルヒーティソグ時代のシンボルとしてつ役目を果たす

ためiこ特にその外観に工夫(くふうノをこちしており,じゅうぶん

それにこたえる意匠である｡

(2)すぐれた外風性台巨

排気筒の頂部には,あらゆる方向からいろいろな風速の凪が吹

きつける｡温風暖房枚,温水ボイラなど燃焼機の安定した燃焼を

保つために,排気筒トップにこま,この凰の侵入を防ぎ(ダウンド

ラフトを防ぐ),あらゆる方向,風速の風に対して変動の少ない

排気排出効果を生み出すという機能が要求される｡本製品の外風

性能は,排気筒頂部に吹きつけるあらゆる方向の風に対して

a)ダウンドラフトを生じない｡

b)風速,風向きに対する排気排出効果の変動幅が小さい｡

というすぐれた性能を有するものである｡

(3)そのほかの特長

次にあげる特長を生み出すためこ,本製品に:ま独特の形状,構

造を持たせている｡

(a)雨雪の侵入を防ぐ

排気筒内に雨雪が侵入すると,異常燃焼や消火の原因となるの

で雨雪の侵入を防ぐことのできる構造としてある｡

(b)鳥類が排気筒内に侵入しない

鳥類が侵入し,排気筒内iこ巣を作ると正常な排気の排出を妨げ

正常な燃焼が期待できなくなる｡本排気筒トップでは,排気の出

口部分の寸法を鳥瑛が侵入する恐れのある最小寸法以下にするこ

とにより,鳥類の侵入を防止した｡

(c)耐久性が高い

排気筒トップは自然酸化,雨雪による腐食,排気ガスの硫黄分

気 筒 ト ッ プ

囲1 C形排気筒トップ
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団2 C形排気箭トップの断面図

衰1 排気筒ト ッ プ 仕 様

六三i

充多 式 C-11 1 C-15 52-CO2一C

幅

彗l奥
法

烏

mm1 186 240

行nm1 186 240

さ mm

排気筒接続方法

255 305

316㌫山一380 393二393

06.4

差 し み込

接続口ロ径(内径)¢: 10S.5

そ う 入深 さ mm･ 105

袈 晶 重 量 kg 1 1,1

適用限界熱出力kcal/も;15,000

153.5

114

1.5
ト薫】一‾肝【‾

50,000 180,000

25〇二155

8蒜

こよる硫酸腐食などのため,特にその耐久性が要求される｡

本製品は耐食性向上のた赦 その表面処理に注意が払われてい

るこ特に硫酸南無が問題となる重油焚き用機種に使用するC形ト

ップにこま,耐熱,耐食性のすぐれたホウロウ仕上を行なっている｡

(■d二)排気筒先端部から取りはずし可能

排気筒工事の敏速化のために,また排気筒の保守点検に便利な

ように,排気筒トップは排気筒の先端部から取り付け,取りはずし

が容易に行なわれることが必要である｡本排気筒トップほ全株種

の接続方法を差し込み方式としたので取り付け,取りはずしが簡

単こ行なわれる｡

(日立製作所家庭電化事業部)
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日 立シスターンのシリ ーズ化

近年温水セントラルヒーティソグが脚光を浴び,経済の高度成長

の波に乗り目ぎましい普及を示している｡

温水セントラルヒーティングは,温水ボイラを中心に,機器や部

品をシステムに結合し構成される｡

日立製作所では,温水ボイラやルームヒートなど機器の生産はも

ちろん,部品の開発および生産を行なっている｡

このシステム部品開発の一端として,日立シスターソT-16形,

T-20形,T-25形を開発し,既に生産販売中のT-15形に加え,シ

リ】ズ化したので紹介する亡)

1.シスターンの機能

家庭用温水セントラルヒーティソグに使用する温水ボイラほ,取

扱いが容易で,取扱資格の不要,安全性の面から,圧力1kg/cm2

以下で使用する大気開放式ボイラである｡

この温水ボイラへの給水は,都市水道または簡易水道などの私設

水道の水圧が直接かからないよう,温水ボイラの据付床面から高さ

10m以下に据付けたシスターンから行なわれる｡

またシスターンは,上記のはかに次の機能を有している｡

自然水は空気を溶解しているが,飽和溶解度は温度上昇につれて

低下するので,温水ポイ引こ給水された水に含まれる空気は,水の

温度上昇により気泡(ほう)となって分離する｡この空気は膨張管を

通じシスターソに導かれ大気中に排出する｡

同時に,水の温度上昇による水の体積膨張分も,膨張管を通じ

シスターソに戻りたくわえられる｡

2.日立シスターンの仕様および構造

表1ほ仕様,図1はT-16形の外観,図2ほ構造,図3は給水特

性を示している｡

日立シスターソは,溶融亜鉛メッキ仕上げした内箱と,間に断熱

材を介して外箱とから構成されており,内箱には,水道接続管とボ

ールタップを着脱自在に取り付けてある｡またボイラへの給水管,

膨張管,溢(いつ)水管が取り付けてある｡

シスターソは,溢水管を通じ大気中に開放しており,水道接続口

に水道を接続することにより,シスターン内の水位を一定に保ち,

温水ボイラへの給水圧力を一定に保つことができる｡

(a)

(b)

(c)

(d)

(イ)

(ロ)

(ハ)

(e)

(f)

3.特 長

複式ボールタップを採用し,波浪防止板を設けてあるので

ウオータハンマが起きにくく,作動が安定している｡

各都市の水道条例に準拠した構造である｡

表面処理として,内箱に溶融亜鉛メッキを施し,耐食性に

すぐれている｡

据付工事が容易である｡

配管接続口が底面にまとめられている｡

断熱材が組込んであるから保温工事が不要である｡

据付金具付である｡

キュービックタイプの美しいデザインである｡

シリーズ化により用途にあった椀種が選択できる｡

(日立製作所家庭電化事業部)

図1 日立シスターソT-16形
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T-25

T-20

T-16

2:挺喜ポー′レク･ソプにかかる水圧(kgノ′cm2)

囲3 日立シスターソの

給水特性

蓑1 日立シスターソの仕様

項 目 l 仕 様

形

外 法

外

内

式
寸

法

箱

箱

T-16

幅 高 奥行
525×340×195

T-20

幅 高 奥行
565×365×285

T-25

幅.商 奥行
635×455×285

高級仕上鋼板製アクリル樹脂塗料焼付塗装

高級仕上鋼板製溶融亜鉛メッキ仕上

断 熱 材

ポ ー ル タ ッ プ

硬質ウレタンフォーム

15A複 式 20A複 式 25A複 式

給水量(変質しt撃/cm2)
16J/min 32J/min 70J/min

水 道 管

配
管
接
続

20A 20A 25A

給 水 管 20A 25A 32A

膨 張 管 20A 25A 32A

溢 水 管 20A 25A 32A

付 属 品 据付金具,据付用ボルトナット
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日立SC-R｡5｡,CC-∨,｡｡形カーペットクリーニングセット

近年,生活水準の高度化,生活様式の近代化に伴いカーペットの

使用量が著しく増加し,カーペットはぜい沢なものという考え方か

ら,生活に密接した室内調度品という考え方に変わりつつある｡

このようなカーペットの普及に伴い汚れたカーペットを簡単に再

生する専用クリーニング機の需要が増加しているが,国内ではまだ

この分野の要求にこたえる製品がなかった｡

このたびこのような要求にこたえるため,日立カーペットクリー

ニングセットを完成した｡これはSC-RB50形カーペットシャンパー

とCC-VlOO形カーペットウェットクリーナの2枚種がセットとな

り,カーペットを敷いたまま簡単に,かつ迅速にクリーニングする

ことができるものである｡

1.仕 様

(1)SC-Ra5｡形カーペットシャンパー(1)S(

電

消 費

源 100V 50/′60Hz

電 力 800W

モートル形式

ブ ラ シ 径

ブラシ回転数

滴 速 方 式

タ ンク 容量

電源 コ

ード

重 量

防まつ形コンデンサ起動単相誘導電動磯

4極

380mm(特殊ナイロンブラシ)

150/180rpm

ヘリカルギヤ 2真空

10g

ビニルキャブタイヤケーブル3Cx3.5mm2

(1心アースクリップ付)15m

45kg

(2)CC-VlO｡形カーペットウェットクリーナ

電 源

消 費 電 力

モートル形式

フ ア ン形式

フアン回転数

風 量

真 空 度

集じん(吸水)容量

電源 コ

ード

重

100V 50/60Hz

lkW

単相整流子電動機

2段円錐形ターボフアン

12,000rpm

4.5m3ノ/min

l,500mm水柱

20J

ビニルキャブタイヤケーブル

mm巳(1心アースクリップ付)

量 29kg

図1 SC-R850形カーペットシャンパー

3C xl.25

15m

2.構 造

(1)SC-R350形カーペットシャンパー

モートルの回転を減速してブラシを回転させ,ここに洗剤を滴

下させて洗浄するシャンビングポリッシヤである｡

(2)CC-VlOO形カーペットウェットクリーナ

特に洗斉りあわの吸い込みに向くように設計された吸水形真空掃

除検で,自動吸込停止装置のほか,安全性に対する考慮が払われ

ている｡

3.特 長

(1)洗浄能力が高い｡

カーペットクリーニソグ磯としては,ロールブラシ式とディス

クブラシ式(ポリッシヤ式)とがあるが,本セットでは後者を探

用しているため,カーペットのパイルはあらゆる方向から洗浄作

用を受けると同時に,強力な800Wモートルにより能率よく,む

らなくクリーニソグすることができる(本セットは20畳/毎時以

上の能力を有している)｡

(2)縮まず,乾燥が早い｡

洗剤がブラシより均等に滴下したのち,ただちにあわ立てられ

るため,カーペットの汚れたパイルの部分だけが洗浄され,カーペ

ット基布はぬれないので縮みがなく,同時に強力な吸込作用とあ

いまって乾燥時間が著しく短縮され,従来の手洗い法で4～7日

要していたのが,本セットによると4～12時間で再使用できるよ

うになる｡

(3)敷いたままクリーニングできる｡

従来カーペットをクリーニングする際は,汚れたカーペットを

はがして洗浄し,乾燥させたのち再び敷くという工程が必要であ

ったが,本セットによると縮みがなく乾燥時問が短いので,敷い

たままの状態で簡単にクリーニングすることができる｡

(4)カーペットを傷めない｡

ブラシこは15万本以上の特殊ナイロン樹脂を使用し,洗剤とし

て水溶性の特殊洗剤を使用しているため,天然繊維から化繊まで

あらゆるカーペットをむらなく∴ 傷めずクリーニングすることが

でき,変質,変色させることがない.｡

(日立製作所商品事業部)

図2 CC】Vl00形カーペットウェット

クリ ーナ
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